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　日独交流150周年を記念して、訪日したドイツのヴルフ大統領が
10月27日、第一次世界大戦で捕虜となったドイツ兵と地元住民との
交流を生んだ板東の地を訪れました。
　歓迎式典が開かれたドイツ館では、板東ゆたか保育園と板東みやま保
育園の園児たちがかわいい声で｢第九｣を合唱し、ヴルフ大統領をお迎え
しました。大統領は式典後、ドイツ村公園の慰霊碑に泉市長と飯泉知
事と共に献花し、ドイツ兵らの冥福をお祈りされました。

ドイツのヴルフ大統領を
保育園児が第九でお出迎え

鳴
門
携
帯
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
：
災
害
情
報
や

休
日
当
番
医
な
ど
の
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 12
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鳴
門
市
は
中
国
湖
南
省
張チ

ョ
ウ

家カ

界カ
イ
市
と
友

好
都
市
提
携
を
締
結
し
ま
し
た
。
10
月
25

日
に
同
市
を
訪
問
し
て
い
た
泉
市
長
が
、

三
津
市
議
会
議
長
や
10
月
24
日
に
湖
南
省

と
の
友
好
提
携
を
締
結
し
た
ば
か
り
の
飯

泉
徳
島
県
知
事
、
徳
島
県
友
好
交
流
団
一

行
が
立
ち
会
う
中
、
張
家
界
市
の
趙チ
ョ
ウ

小シ
ョ
ウ

明メ
イ

市
長
と
協
議
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　
鳴
門
市
が
海
外
の
都
市
と
友
好
都
市
提

携
を
結
ぶ
の
は
１
９
７
４
年
に
ド
イ
ツ
の

リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を

結
ん
で
以
来
37
年
ぶ
り
の
２
例
目
で
す
。

張
家
界
市
と
は
経
済
や
観
光
に
加
え
教
育

･

文
化･

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
幅
広
い
分
野
で
交

流
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
張
家
界
市
で
は
、
２
０
０
９
年
５
月
に

国
際
カ
ン
ト
リ
ー
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
た

際
に
、
鳴
門
市
阿
波
踊
振
興
協
会
が
招
待

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
阿
波
踊
り
が
好
評
を

博
し
、
観
光
・
経
済
を
中
心
に
交
流
を
図

る
機
運
が
盛
り
上
が
り
、
同
年
12
月
に
鳴

門
市
観
光
協
会
と
張
家
界
市
人
民
対
外
友

好
協
会
と
の
間
で
友
好
交
流
意
向
書
が
締

結
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
交
流
が
続
け
ら

れ
、
今
年
１
月
に
は
鳴
門
市
観
光
協
会
や

市
議
会
、
経
済
界
の
関
係
者
が
経
済
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
し
て
張
家
界
市
を
訪
問
す
る
な

ど
の
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
は
泉
市
長
が「
世
界
自
然
遺

産
の
武
陵
源
自
然
風
景
区
が
あ
る
張
家
界

市
と
渦
潮
に
代
表
さ
れ
る
鳴
門
市
が
景
勝

地
と
し
て
世
界
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
と
も

に
歩
ん
で
い
き
た
い
」と
述
べ
る
一
方
、

張
家
界
市
の
趙
市
長
は「
将
来
的
に
は
徳

島
と
張
家
界
の
航
空
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
運

行
で
き
れ
ば
」と
抱
負
を
語
り
、
が
っ
ち

り
と
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

日本国徳島県鳴門市と中華人民共和国湖南省張家界市
との友好都市提携を樹立する協議書

　日本国徳島県鳴門市と中華人民共和国湖南省張家界市は｢日中共同
声明｣、｢日中平和友好条約｣、｢日中共同宣言｣と｢戦略的互恵関係の包
括的推進に関する日中共同声明｣の諸原則にのっとり、日中両国民の理
解と友情を深め、両市の友好協力を一層強固に発展させるため、友好
的な意見交換を通して、友好都市の関係を樹立することに合意した。

⒈　双方は、平等互恵の原則に基づき、経済、観光、環境、文化、
教育、スポーツ、人材交流などの分野において多種多様な交流
と協力を展開し、共に発展することを目指す。

⒉　双方の関係部門は綿密な連携を保ち、双方の交流や協力事項
並びに共に関心のある事項に関して協議を行う。

⒊　本協議書は調印当日より効力を生じ、有効期間を五年とする。
双方から終了の希望がない場合、有効期間満了後、自動的に次
の有効期間に入るものとする。

⒋　本協議書は日本語と中国語により各２通を一式として作成し、
湖南省張家界市において調印され、いずれも同等の効力を有す
るものとする。

　　　　　日本国　　　　　　　　　　中華人民共和国
　　　　　徳島県鳴門市　　　　　　　湖南省張家界市

　　　　　市長　　　　　　　　　　　市長

中
国
が
誇
る
観
光
都
市

張
家
界
市
と
友
好
結
ぶ

張家界市の趙市長と握手する泉市長

着物姿の踊りで歓迎してくれる張家界市の小学生

わ
ん
わ
ん
凧
を
贈
る
三
津
市
議
会
議
長

　
徳
島
県
に
お
い
て
も
、
昨
年
９
月
に
張

家
界
市
が
あ
る
中
国
湖
南
省
と
友
好
提
携

に
向
け
た「
友
好
交
流
に
関
す
る
意
向
書
」が

締
結
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
医
療
観
光
を

は
じ
め
経
済
や
教
育
な
ど
の
分
野
に
お
い

て
幅
広
く
交
流
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
夏
に
は
徳
島
―
湖
南
省
長
沙
間
で

チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
就
航
計
画
が
具
体
化
し
、

10
月
か
ら
試
験
運
行
が
始
ま
り
、
来
年
１
月

か
ら
は
10
日
に
１
回
程
度
、
運
行
す
る
こ
と

が
、
徳
島
県
と
長
沙
の
旅
行
会
社
で
大
筋

合
意
に
達
し
ま
し
た
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

飯
泉
知
事
ら
徳
島
県
友
好
交
流
団
一
行
は

湖
南
省
を
訪
問
し
、
湖
南
省
政
府
と
友
好
提

携
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
鳴
門
市
に
と
っ
て
、
湖
南
省
の
張
家
界
市

と
の
友
好
都
市
提
携
は
、
徳
島
県
と
歩
調
を

合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
県
と
市
が
一
体
と

な
っ
て
交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と

か
ら
、
よ
り
幅
広
い
交
流
へ
の
広
が
り
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

徳
島
県
と
湖
南
省
の

　
　
　
友
好
交
流
が
後
押
し
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【料理】  湖南料理を主としているが、少数
　　　  民族のトチャ族料理が有名　

【名物】  葛粉、岩茸、杜仲茶など【武陵源自然風景区】
面積264平方キロメートル（張家界国家森林公園、
索
サク

渓
ケイ

峪
ヨク

自然保護区、天
テン

子
シ

山
ザン

自然保護区の３大景勝
区を含む。奇峰が立ち並び、怪石が転がり、“天下第
一の奇山”“中国山水画のモデル”と絶賛されている）
1992年　ユネスコの世界自然遺産に登録
2004年　ユネスコの世界地質公園（ジオパーク）に指定

【伝統文化】  張家界の硬気功は、中国カンフー
の中においても特に有名な一種。張家界の人々
は歌も踊りも上手で、特に桑植地方の民歌と
茅古斯舞は曲調が豊富で郷土の味わいが深い。

張
家
界
か
ら

農
業
・
観
光
視
察
団

【位置】  中国湖南省の北西部
【面積】  9,563平方キロメートル
【人口】  154万人
【気候】  亜熱帯山原型湿潤気候
【年間平均気温】  16.8℃（厳寒や酷暑はない）

　
張
家
界
市
と
の
友
好
都
市
提
携
の
調

印
間
も
な
い
11
月
15
日
、
同
市
桑
植
県

か
ら
統
治
委
員
会
の
副
主
任
や
世
界
自

然
遺
産
の
あ
る
武
陵
源
区
の
副
区
長
ら

５
人
が
鳴
門
市
を
訪
問
し
、
農
業
や
観

光
の
取
り
組
み
を
精
力
的
に
見
学
し
関

係
者
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
一
行
は
午
前
中
に
Ｊ
Ａ
大
津
を
訪
問

し
た
後
、
近
く
の
レ
ン
コ
ン
農
家
を
見

学
し
ま
し
た
。
訪
問
団
員
の
大
半
が
農

業
行
政
に
関
心
を
持
っ
て
い
て
、
Ｊ
Ａ

大
津
管
内
の
農
業
経
営
の
規
模
や
灌か
ん
漑が
い

方
法
、
所
得
な
ど
を
職
員
に
積
極
的
に

質
問
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
レ
ン
コ

ン
農
家
で
は
ユ
ン
ボ
で
田
の
表
土
を
取

り
除
い
た
後
の
手
作
業
で
の
収
穫
現
場

と
レ
ン
コ
ン
の
洗
い
場
の
ほ
か
、
自
宅

内
部
も
見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
農
家
で

は
中
国
山
東
省
出
身
の
研
修
生
を
受
け

入
れ
て
い
る
と
あ
っ
て
、
一
行
は「
レ

ン
コ
ン
掘
り
は
難
し
く
な
い
か
」「
田
の

取
水
は
ど
う
し
て
い
る
か
」な
ど
熱
心

に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
ド
イ
ツ
館
と
渦
の
道
、

架
橋
記
念
館

を
見
学
。
内

陸
で
観
光
地
の

張
家
界
市
の

関
係
者
と
あ
っ

て
海
峡
に
巻

く
渦
潮
に
感

激
し
、
盛
ん
に

カ
メ
ラ
に
納
め

て
い
ま
し
た
。

張 家 界 市
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３
月
11
日
14
時
46
分
、
国
内
観
測
史
上

最
大
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド（
Ｍ
）９･

０
を

記
録
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が
発

生
。
東
日
本
は
長
時
間
に
わ
た
る
激
し
い

揺
れ
と
繰
り
返
し
襲
来
す
る
巨
大
津
波
に

よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
被
り
、「
戦
後
最
悪

の
自
然
災
害
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
発

生
か
ら
半
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在（
10

月
28
日
時
点
）、
死
者
お
よ
び
行
方
不
明

者
は
約
１
万
９
５
０
０
人
、
建
物
の
全
壊

･

半
壊
は
約
30
万
４
千
戸
、
そ
し
て
、
約

７
万
１
千
人
の
方
が
避
難
所
や
仮
設
住
宅

な
ど
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
鳴
門
市
は
今
後
、「
30
年
以
内
に
60
％
程

度
の
確
率
で
発
生
す
る
」と
い
わ
れ
る
南

海
地
震
に
よ
る
被
害
が
想
定
さ
れ
、
大
津

町･

里
浦
町･

鳴
門
町･

撫
養
町･

瀬
戸
町
の

沿
岸
地
域
は
津
波
に
よ
る
被
害
も
想
定
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、「
東
海
地
震
が
相
当
期
間

発
生
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
東
海
地
震

と
東
南
海･

南
海
地
震
が
連
動
し
て
発
生

す
る
可
能
性
も
生
じ
て
く
る
」と
さ
れ
て
お

り
、「
30
年
以
内
に
87
％
程
度
の
確
率
で
発

生
す
る
」と
い
わ
れ
て
い
る
東
海
地
震
と
の

連
動
に
よ
り
、
発
生
時
期
が
早
く
な
る
と

危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
想
定
し
て
い
た
被
害
抑
止
策
を

超
え
て
の
被
害
が
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
を
教
訓
に
、
ま
た
、
連
動
地
震
な
ど
への

対
応
も
想
定
し
な
が
ら
、『
鳴
門
市
地
震
津

波
対
策
推
進
計
画
』を
策
定
し
ま
し
た
。

○ 

計
画
の
位
置
付
け

　

こ
の
推
進
計
画
は
、
国･

県
の
定
め
る

防
災
計
画
と
の
整
合
性
を
確
保
し
な
が

ら
、
市
が
策
定
し
た「
鳴
門
市
地
域
防
災

計
画
」の「
震
災
対
策
編
」お
よ
び「
東
南

海
・
南
海
地
震
対
策
編
」に
定
め
る
対
策

の
基
本
と
な
る
考
え
方
と
取
り
組
み
の
方

向
性
を
示
す
も
の
で
す
。

○ 

計
画
の
理
念

　
国
は
、
平
成
17
年
に
定
め
た「
東
南
海・

南
海
地
震
の
地
震
防
災
戦
略
」で｢

10
年
間

で
想
定
死
者
数
お
よ
び
経
済
被
害
額
の
半

減｣

を
減
災
目
標
と
し
、
県
は
、「
徳
島
県

地
震
防
災
対
策
行
動
計
画
」で「
南
海
地
震

発
生
時
の
死
者
ゼ
ロ
を
目
指
す
」と
し
て

い
ま
す
。
本
市
は
、
防
災
の
み
な
ら
ず
減

災
の
視
点
も
加
え
、
人
命
を
守
る
こ
と
を

最
優
先
に
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
『
鳴
門
市
地
震
津
波
対
策
推
進
計
画
』

は
、
鳴
門
市
総
合
計
画
に
定
め
る
ま
ち
づ

く
り
を
基
本
に
、「
人
命
を
守
る
こ
と
を
最

優
先
に
し
た　
震
災
に
負
け
な
い
ま
ち
づ

く
り
」を
計
画
の
理
念
と
し
、
協
働
の
理
念

の
も
と
、
市
民･

事
業
者･

地
域･

行
政
が
絆

を
深
め
な
が
ら
連
携
し
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

○ 

理
念
の
実
現
に
向
け
て

①
地
震
・
津
波
へ
の
対
策
に
お
い
て
、
発

生
前
の
取
り
組
み
、
災
害
情
報
な
ど
の
収

集
と
伝
達
、
被
災
者
の
避
難
と
救
助
、
被

災
者
へ
の
支
援
な
ど
に
区
分
し
、
段
階
毎

の
施
策
・
事
業
を
体
系
的
に
位
置
付
け
、

施
策
間
や
事
業
間
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

②
地
震
・
津
波
へ
の
対
策
に
お
け
る
推
進

主
体
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
、
責
任
の
所

在
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

○ 

計
画
推
進
に
係
る
基
本
的
考
え
方

【
市
民
等
と
の
協
働
に
よ
る
推
進
】

　

市
は
、
平
成
23
年
３
月
に「
鳴
門
市
自

治
基
本
条
例
」を
制
定
し
、市
民
等（
市
民
、

市
内
で
働
く
人
お
よ
び
学
ぶ
人
、
事
業
者

な
ら
び
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）が
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

防
災
や
災
害
の
被
害
を
最
小
化
す
る
に
は

市
民･
事
業
者･

地
域
の
協
力
が
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、
行
政
と
の
連
携
し
た
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
も
、
防
災
・
災
害
対
策
へ
の
取
り

組
み
の
状
況
や
決
定
事
項
な
ど
を
、「
広

報
な
る
と
」や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活

用
し
、
多
く
の
方
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
周
知
し
、
ま
た
、
出
前
市
長
室
な
ど
で

皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

情
報
の
提
供
と
意
見
の
収
集
を
継
続
し

て
行
い
、
防
災
・
災
害
対
策
の
取
り
組
み

を
市
民
等
と
の
協
働
に
よ
り
推
進
し
ま
す
。

【
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
強
化
】 

　
防
災
意
識
の
醸
成
、
災
害
時
に
お
け
る

円
滑
な
救
助
と
被
災
者
へ
の
支
援
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
対
策
な
ど
の
事
業
の
推

進
に
よ
り
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
と

と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
円
滑
に
行
う

た
め
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、

消
防
分
団
、自
主
防
災
会
や
自
治
振
興
会
、

民
生
委
員
、
こ
の
他
に
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

関
係
機
関
や
医
療
機
関
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
関
や
団
体
と
の
連
携
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
関
係
機
関
・
団
体
を
は

じ
め
、
国･

県･

他
の
市
町
村
と
の
事
前
協

議
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
協
定
を
締
結

す
る
な
ど
、
連
携
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

【
計
画
の
進
捗
管
理
と
評
価
の
実
施
】

　
防
災
活
動
の
円
滑
な
取
り
組
み
と
災
害

〜 

人
命
を
守
る
を
最
優
先
に
し
た
震
災
に
負
け
な
い
ま
ち
づ
く
り 

〜

鳴
門
市
地
震
津
波
対
策
推
進
計
画
を
策
定

●大災害が発生した場合、支援が届くまでに時間がかかります。最低３日間の
備えをしてください。備蓄の例： ▽調理不要の非常食※小さなお子さんには粉
ミルクも！ ▽飲料水 ※１人１日３㍑ ▽救急薬品 ▽衣類（下着） ▽軍手 ▽貴重品

▽懐中電灯 ▽携帯ラジオ ▽マッチ ▽ろうそく ▽ウエットティッシュなど
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時
に
お
け
る
迅
速
な
対
応
を
行
う
た
め
、

防
災
・
災
害
対
策
の
施
策
・
事
業
の
進
捗

管
理
を
定
期
的
に
行
い
、
事
業
完
了
後
に

は
評
価
を
行
い
ま
す
。

○ 
計
画
の
期
間
と
内
容

【
期　

間
】　

平
成
32
年
度
ま
で
の
10
年

間
。
こ
の
間
の
施
策
・
事
業
を
、
検
討
と

見
直
し
を
図
り
な
が
ら
体
系
的
に
位
置
付

け
推
進
計
画
と
し
ま
す
。

【
内　
容
】　
こ
の
計
画
は
、
具
体
的
な
取

り
組
み
内
容
と
そ
の
取
り
組
み
を
重
要
度

･

緊
急
度･

着
手
時
期
の
３
つ
の
視
点
か
ら

優
先
順
位
を
付
け
実
施
予
定
年
度
を
表
記

し
ま
す
。

【
見
直
し
】　
前
年
度
の
取
り
組
み
内
容
の

確
認
と
評
価
を
行
っ
た
後
に
公
表
し
、
そ
の

結
果
を
参
考
に
毎
年
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
重
大
な
想
定
の
見
直
し
な
ど
大
幅

な
条
件
や
制
度
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合

は
、
年
度
の
途
中
で
あ
って
も
見
直
し
を
行

う
な
ど
、
臨
機
応
変
な
対
応
を
図
り
効
果

的
な
防
災
・
災
害
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

鳴門市地震津波対策推進計画を策定

	重　点　項　目 分　野　別　項　目

	１	災害に備える

（1）防災意識を醸成する
（2）自らが備える
（3）地域で備える
（4）学校等で備える
（5）事業所・施設等で備える
（6）広域で備える
（7）公共施設・災害関連施設を整備する
（8）行政の災害対策体制を整備する
（9）災害対策物資等を整備する

２	災害情報など
　を集め知らせる

（1）災害情報等を迅速に集める
（2）災害情報等を迅速・確実に知らせる

３	被災者を守る

（1）避難所等を開設する
（2）被災者等を避難誘導する
（3）被災者を救助・収容する
（4）被災者の救急医療を行う
（5）緊急輸送体制を確保する

４	被災者の生活を支
　援する

（1）避難所を運営・管理する
（2）ライフライン等を確保する
（3）生活環境を整備する
（4）生活再建を支援する
（5）教育環境等を整備する

　平成17年に行われた「徳島県地震動被害想定
調査」の被害想定では、冬の朝５時に南海・東
南海地震がM８．５前後で同時発生した場合、
市内においては５強から６弱の震度が想定さ
れ、徳島県全域および鳴門市における最大死者
数、倒壊家屋の予測は次のようになっています。

最大死者数予測 倒壊家屋予測
徳島県全域 ４,３００人 ４9,７００棟
鳴　門　市 １７０人 ３,３１０棟

＊東日本大震災を受け、現在、国や県において
地震の震源域や地震発生モデルなどの見直し
が行われています。その結果は平成24年春以
降に示される予定で、その結果を受けて被害
想定の見直しが行われます。

　私たちが住んでいる鳴門市には、近畿地方から淡路
島南方の海域を経て四国北部を東西に横断し、伊予灘
に達する長大な断層帯である「中央構造線断層帯」が
通っています。
　この断層帯を構成する断層の
うち、鳴門市には、大手海岸か
ら讃岐山脈のほぼ南縁に沿って
延びる「鳴門断層」と、その少し南側を並走する「鳴門
南断層」の２つの活断層が通っています。これらの活
断層を含め、都市圏活断層については国土地理院が調
査・発表を行っております。本市に係る活断層の資
料についてご覧になりたい方は、市危機管理室まで閲
覧においでいただくか、国土地理院のホームページ 

（http://www1.gsi.go.jp/geowww/bousai/menu.html）
をご覧ください。
問 市役所危機管理室　☎684・1711

◆現時点における被害想定◆ 鳴門市の活断層

▼津波ハザードマップ等の見直しと配布

▼標高表示標識・災害時統一標識の設置

▼災害時要援護者の避難支援体制の整備

▼学校施設等の耐震化推進

▼災害時応援協定等の締結

▼防災行政無線等の整備

▼津波避難ビルの確保

▼避難路・避難場所の見直しと整備

▼防災備蓄の推進

▼避難所開設・運営マニュアルの策定

▼福祉避難所施設の設置

▼ライフライン事業者との連携強化

計画の体系
　地震と津波による被害を最小限とし、尊い人命を守
るため、左表の４つの重点項目と21の分野別項目に施
策・事業を体系的に位置付け推進します。そのうち、
具体的な施策・事業の一例を次に示します。
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人事行政の運営 状況を公表します
⑤ 職員の手当の状況

⑧ 職員の分限処分および懲戒処分の状況
　分限処分とは、職員がその責務を果たすことが期待で
きない場合になされる不利益処分で、その種類は免職、
休職、降任、降給があります。平成22年度は心身の故障
により１人が休職処分となりました。
　懲戒処分は、職員の義務違反に対し地方公共団体の規
律と公務遂行の秩序を維持する目的で、一定の義務違反
に対して職員にその道義的責任を負わせる不利益処分で
あり、その種類は免職、停職、減給、戒告があります。
平成22年度は１人が懲戒処分を受けました。

⑦ 職員の服務
　職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、
職務遂行に当たっては全力で専念しなければなりません。
　職員には、命令に従う・秘密を守る義務や信用失墜行為・
争議行為の禁止、営利企業などへの従事・政治行為の制
限などが課せられています。

⑨ 職員の研修および勤務成績の評定
（1） 職員の研修
　市では、地方公務員法の規定に基づき、職員の勤務能
力増進を図るため、各種の研修を実施しています。
　平成22年度は市が主催する研修を16講座開き、延べ
2,211人が受講しました。そのほか、県主催の研修に参加
したり、派遣研修などを行っています。

（2） 人事考課制度
　職員の育成、活用、公正な処遇を実現するための基礎
資料の一つとするため、職員の勤務実績の評定を行って
います。職員一人ひとりの職務遂行能力、仕事の成果、
職員の仕事に対する取り組み状況を一定の基準と手続き
に基づいて実施しています。

⑩ 職員の福祉および利益の保護
　職員の共済制度は、徳島県市町村職員共済組合（学校職
員は公立学校共済組合）が実施しています。
　また、福利厚生事業として、（財）徳島県市町村職員互助
会や鳴門市職員共済会が人間ドッグ助成などの事業を実
施しています。

（1） 健康診断の状況
平成22年度における一般定期健康診断の受診者数は239
人、人間ドッグの受診者数は345人でした。

（2） 公務災害の認定状況
　平成22年度中に認定された公務災害は４件でした。

（3） 措置要求、不服申立の状況
　平成22年度は給与、勤務時間その他の勤務条件に関す
る措置の要求、懲戒処分などに関する不服申立はありま
せんでした。

⑥ 職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況

（2） 休暇等の取得状況 （平成22年）
　休暇の種類は、年次有給休暇、ドナー休暇、ボランティ
ア休暇、結婚休暇、産前休暇、産後休暇、配偶者出産休暇、
家族看護休暇、介護休暇（無給）などがあります。
　休暇の取得状況は、年次有給休暇の平均取得日数が職
員１人当たり8.1日、介護休暇取得者数が１人、育児休業
取得者数が18人です。

（1） 勤務時間の状況（標準的なもの） 　　 （平成２２年４月１日現在）
１週間の 
勤務時間

勤務時間の割り振り
始業 終業 休憩時間 週休日

３８時間４５分 ８：３０ １７：１５ ６０分 土・日曜日

（１） 期末手当・勤勉手当　　　　　　　　　　（平成２２年度）
鳴門市 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
６月期 1.25月分 0.70月分 ６月期 1.25月分 0.70月分
12月期 1.35月分 0.65月分 12月期 1.35月分 0.65月分

計 2.60月分 1.35月分 計 2.60月分 1.35月分

（2） 退職手当　　　　　　　　　　　　　　 （平成２２年度）
鳴門市 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
勤続２０年 23.50月分 30.55月分 勤続２０年 23.50月分 30.55月分
勤続２５年 33.50月分 41.34月分 勤続２５年 33.50月分 41.34月分
勤続３５年 47.50月分 59.28月分 勤続３５年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分 最高限度額 59.28月分 59.28月分
１人当たり
平均支給額 1,507万円 2,239万円 その他の加算措置

　定年前早期退職特例措置
　（２～２０％加算）

その他の加算措置
　定年前早期退職特例措置
　（２～２０％加算）

注　退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した
　　全職種に係る職員に支給された平均額です。

（3） 特殊勤務手当　　　　　　　　　　　　 （平成２２年度）
支給職員１人当たり
平均支給年額（２２年度決算） ９万３，２５２円

職員全体に占める手当
支給職員の割合（２２年度） 全職種　４８．３％

手当の種類（手当数） ２５手当

支給額の多い手当 クリーンセンター従事職員
の手当

多くの職員に支給されている
手当

保育所従事職員手当
消防職員の手当

（4） 時間外手当　　　　　　　　　　　  （平成２２年度決算）
支 給 実 績 １億５，７０３万円
職員１人当たり平均支給年額 ２０万８，５４４円

（5） そのほか職員手当の状況　　　　（平成２２年４月１日現在）

扶養手当

●配偶者１３，０００円、配偶者以外の扶養親族は 
６，５００円

●配偶者がなく、扶養親族がある場合は１人目は
１１，０００円

●満１６歳の年度初めから満２２歳の年度末までの
間にある子は５，０００円加算

住居手当
持　家　２，５００円（新築または購入日から５年間のみ）
借　家　（家賃－２３，０００円）／２＋１１，０００円＝
支給額（最高２７，０００円）

通勤手当
交 通 機 関　定期代金額（最高５５，０００円）
自動車など　２キロ以上６０キロ未満　距離に応じ
２，０００円～２３，６００円　６０キロ以上　２４，５００円

（６）特別職の報酬等の状況　　　　　 （平成２２年４月１日現在）
区　分 給料月額など

市　 長 給
料

７１万４，７５０円
期
末
手
当

（平成２２年度支給割合）
　６月期　１．４５月分
　12月期　１．４５月分

副 市 長 ６４万２，６００円
議　 長

報
酬

５１万５，０００円
副 議 長 ４３万４，０００円
議　 員 ４１万１，０００円

注　市長・副市長の給料については市長２５％、副市長１５％の
　　減額後の額です。
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人事行政の運営 状況を公表します
　本市では、市の人事行政の運営などの状況を市民の皆
さんに公表することにより、その公正性・透明性を高め
ることを目的に、「鳴門市人事行政の運営等の状況の公表
に関する条例」を平成17年４月１日に施行し、市職員の給
与・定員管理の状況、任免や服務などの状況について公
表しています。

④ 職員の給与

　※市ホームページでも公表しています。
　問 市役所人事課　☎684･1122

② 職員の職員数の状況
部門別職員数の状況と主な増減理由　　（各年４月１日現在）

区　分 ２２年 ２３年 増減数 主な増減理由

一
般
行
政
部
門

議　　 会 6人 7人 1人 事務局職員の増
総務企画 106人 103人 ▲3人 欠員不補充
税　　 務 27人 26人 ▲1人 欠員不補充
民　　 生 84人 79人 ▲5人 保育士の欠員不補充
衛　　 生 95人 87人 ▲8人 清掃部門の欠員不補充
農林水産 14人 14人 0人
商　 工 11人 13人 2人 商工担当充実
土　 木 40人 36人 ▲4人 欠員不補充
小　 計 383人 365人 ▲18人

特
別
行
政
部
門

教　 育 189人 175人 ▲14人 欠員不補充、
鳴門工業高校の再編統合に伴う減

消　 防 71人 72人 1人 消防署員充実
小　 計 260人 247人 ▲13人

公
営
企
業
会
計
部
門

水　 道 27人 27人 0人
交　 通 16人 13人 ▲3人 欠員不補充
下 水 道 11人 10人 ▲1人 欠員不補充
そ の 他 57人 50人 ▲7人 欠員不補充
小　 計 111人 100人 ▲11人

合　　　計 754人 712人 ▲42人
（注）　職員数は一般職に属する職員の数です。

① 職員の任免および職員数

（2） 職員の選考審査の状況　 　  （平成23年４月１日採用者）
区　　分 申込者数 受験者数 採用者数 競争率

幼 稚 園 教 諭 39人 34人 3人 11.3倍
（3） 退職の状況　　　　　　　　　　　　　（平成22年度）

定年退職 その他 合　　計
45人 15人 60人

（1） 職員の採用試験の状況　　   （平成23年４月１日採用者）
区　　分 申込者数 受験者数 採用者数 競争率

（上級）一般行政事務職 281人 206人 11人 18.7倍
＜ 身 体 障 が い 者 ＞ 1人 1人 0人 －倍

（初級）一般行政事務職 42人 26人 3人 8.7倍
建 築 技 術 職 2人 1人 1人 1.0倍
保 育 士 13人 10人 2人 5.0倍
消 防 職 65人 40人 5人 8.0倍
＜ 救 急 救 命 士 ＞ 4人 2人 1人 2.0倍

職　名 主 事 技 師 栄養士 運転手 調理員 計
平成22年 33人 2人 1人 3人 － 39人
平成23年  4人 3人 1人 2人 3人 13人

③ 再任用職員の任用状況
　再任用制度とは、長年培った能力・経験を効率的な行
政運営に有効に活用するとともに、我が国が本格的な高
齢社会を迎える中、公的年金の支給開始年齢の引き上げ
が行われることを踏まえ、雇用と年金との連携を図るた
めの地方公務員法に基づく制度です。本市では週31時間
以内の短時間勤務職員を任用しています。

　職員の給与制度は国家公務員の給与制度に準じて、市の
条例によって定められています。なお、ここに記載している 
給与などは、すべて税や各種保険料を引く前の額です。

（1） 市職員の人件費に関する状況（普通会計決算）
区　　分 平成２２年度

住民基本台帳人口（２２年度末） ６２，１９７人
歳 出 額 A ２３９億８，０３３万円
実 質 収 支 ３億７，５１３万円
人 件 費 B ６０億２，５７７万円
人 件 費 率（Ｂ／Ａ） ２５．１％（21年度は２７．９％）

（2） 職員給与費の状況（各年度普通会計予算）
区　　分 平成２２年度 平成２３年度

職 員 数 A ６４６人 ６１６人

給
与
費

給 　 料 ２４億８，９０８万円 ２３億　２６４万円
職 員 手 当 ３億８，１３６万円 ３億５，１２８万円
期 末・勤 勉 手 当 ９億３，６７４万円 ８億２，１２８万円
計 B ３８億　７１８万円 ３４億７，５５０万円

１人当たり給与費（Ｂ/Ａ） ５８９万円 ５６４万円
注 １ 職員手当には退職手当を含んでいません。
 ２ 職員数及び給与費は当初予算に計上された数値です。

（3） ラスパイレス指数の状況　 　　　  （各年４月１日現在）

ラスパイレス指数（国家公務員の
給与水準を１００とした場合の地方
公務員の給与水準を示す指数）

平成２１年度 平成２２年度

９３．０ ９３．７

（4） 一般行政職員の初任給の状況 　　  （各年４月１日現在）

区　　　分 鳴門市 国
初任給 ２年後の給料 初任給 ２年後の給料

大
学
卒

平成２２年 １７万２，２００円 １８万４，２００円 １７万２，２００円 １８万４，２００円平成２３年
高
校
卒

平成２２年 １４万　１００円 １４万８，５００円 １４万　１００円 １４万８，５００円平成２３年

（５） 一般行政職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（各年４月１日現在）
区　　　分 経験年数１０年 経験年数１５年 経験年数２０年
大
学
卒

平成２２年 ２４万３，１００円 ２９万９，０９０円 ３５万１，７３９円
平成２３年 ２５万２，３００円 ２９万３，１１７円 ３４万５，０３２円

高
校
卒

平成２２年 １９万５，５００円 － ３０万２，０９６円
平成２３年 １９万５，５００円 － ３０万５，０７９円

（6） 職員の平均年齢と平均給与月額など　（各年４月１日現在）
区　　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 平成２２年 ４３．１９歳 ３１万３，４７２円 ３７万５，６０４円
平成２３年 ４２．１７歳 ３０万５，７５７円 ３６万９，８１７円

技能労務職 平成２２年 ５１．１４歳 ２８万８，９２６円 ３２万６，５４６円
平成２３年 ５１．００歳 ２９万　４５３円 ３２万９，８５４円

高等学校教育職 平成２２年 ４５．７２歳 ３６万７，９００円 ４２万　６１３円
平成２３年 ４６．４８歳 ３９万２，４５５円 ４２万９，２９１円

（各年４月１日現在）
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みんなで知ろう！「鳴門市自治基本条例」
連載

市民の皆さんの主体的なまちづくり活動を応援します！
　平成23年11月１日から自治基本条例が施行されました。市では、条例の趣旨にのっとり、市民の皆さんの市
政への参画の機会を確保し、協働によるまちづくりを進めていくため、これまで以上に市民の皆さんの主体的な
まちづくり活動を応援します。
　地域で行われているさまざまなまちづくり活動の情報をとりまとめ、積極的に情報発信を行い、市民の皆さん
との情報の共有化に努めていきます。これにより、「市民と市民」、「市民と行政」のつながりを強化し、相互のネッ
トワークを構築することで、ひとりでも多くの市民の皆さんがまちづくり活動に参加できるように、また、主体
的なまちづくり活動がより充実したものとなるようにサポートします。

ボランティアなど社会貢献活動に関する情報をお寄せください！
　市内で行われるボランティア活動などの情報を募集しています。活動の内容がわかる
資料（予定日時、活動概要等）を下記、市民協働推進課までお寄せください。ひとりでも
多くの仲間の輪が広がるように市庁舎などへのチラシの配置や広報・市ホームページを
活用して周知に努めていきます。このほか、グループ・団体のメンバー募集に関するこ
とや活動内容の周知に関する情報でも結構です。気軽に情報提供をお願いします。

～市民と行政の協働によるまちづくりを進めよう～
ＥＭで水環境の浄化

　生活排水などによって悪化している市内の河川や水路の水質を
改善することは、市と地域の共通課題です。現在、河川などの水
質を改善する方策のひとつとして、地域団体などによるＥＭを活
用した水環境の再生が図られています。
　ＥＭとは、自然界に生息している微生物のなかから乳酸菌、酵
母、光合成細菌など有用な微生物を集めて培養させたもので、生
活排水に含まれる汚濁物質を分解する働きがあります。地域団体
などではＥＭ液を家庭で使用して生活排水をきれいにしたり、汚
濁が進んだ河川や水路に直接流したりして水環境の再生に取り組
まれています。市もＥＭを培養する装置を地域に貸与して必要な
資材を提供するなど市民の皆さんが活動しやすい環境整備を行っ
ています。ＥＭを活用した取り組みは、身近な河川や水路の清掃
活動と一緒に行われたり、学校での環境学習にも活用されるなど、
市民の皆さんの環境意識を高めながら、地域ぐるみで広がってい
ます。 ＥＭダンゴ投入

ＥＭ活性液の仕分け作業

第一中で大がかりな清掃活動
　11月13日、第一中学校の生徒とPTAなど約240
人が参加し清掃活動が行われました。 PTAの一人
の発案から高所作業車をレンタルし、大きくなり過
ぎた木の枝の伐採なども行われ、普段の清掃活動
ではできない所まできれいになりました。時折、話
し声も聞こえてきて、保護者･子ども･教員との相互
のコミュニケーションの場にもなっていました。



9 平成23年12月号

　
市
で
は
、
物
品
・
役
務
・
小
修
繕
の
発

注
の
公
正
性
と
透
明
性
の
確
保
の
た
め
、

一
部
の
特
殊
な
案
件
を
除
き
、
原
則
、
名

簿
に
登
録
済
み
の
事
業
者
を
取
引
の
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

　
市
と
の
取
引
を
希
望
さ
れ
る
未
登
録
の

事
業
者
は
、
追
加
受
付
期
間
中
に
申
請
を

済
ま
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
書
類
な
ど
に

つ
い
て
は
、
12
月
中
旬
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
総
務
課
契
約
検
査
室
に
て
ご
案

内
し
ま
す
。
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
追
加
受
付
期
間
】平
成
24
年
１
月
４
日

（
水
）〜
31
日（
火
）※
閉
庁
日
を
除
く

問 

市
役
所
契
約
検
査
室　
☎
６
８
４･

１

１
６
１
／
F  ６
８
４･

１
３
３
６

【
浄
化
槽
を
設
置
す
る
建
物
の
要
件
】

①
専
用
住
宅
も
し
く
は
住
居
部
分
が
建
物
面

積
の
２
分
の
１
以
上
を
占
め
る
併
用
住
宅

②
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
そ
の
活
動
の

用
に
供
す
る
た
め
の
事
務
所

【
補
助
金
】　

５
人
槽（
建
物
の
延
床
面
積
が
１
３
０
㎡

以
下
の
場
合
）…
…
…
…
30
万
円

７
人
槽（
建
物
の
延
床
面
積
が
１
３
０
㎡

を
超
え
る
場
合
）…
37
万
５
千
円

10
人
槽（
浴
室
と
台
所
が
そ
れ
ぞ
れ
２
つ

以
上
あ
る
場
合
）…
49
万
５
千
円

※
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
住
居
部
分
の
延

床
面
積
で
補
助
額
を
決
定
し
ま
す
。
ま

た
、
既
設
の「
単
独
処
理
浄
化
槽
」や

「
汲
み
取
り
槽
」を
全
て
撤
去
す
る
場
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
３
万
２
千
円
を
増
額
し

ま
す
。

【
申
込
先
】　
市
環
境
政
策
課　
☎
６
８
３

･

７
５
７
１

　

市
で
は
、
家
屋
な

ど
の
建
て
替
え
を
伴

わ
ず
に
、
既
設
の
単

独
処
理
浄
化
槽
や
汲

み
取
り
槽
を
撤
去
し

て
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
す
る
場
合
に

設
置
費
の一部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
の
受
け
付
け
は
12
月
28
日（
水
）ま
で
で

す
の
で
申
請
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
地
域
】　
市
内
全
域（
下
水
道

の
事
業
認
可
区
域
を
除
く
）

【
補
助
対
象
者
】　
家
屋
な
ど
の
建
て
替
え

を
伴
わ
ず
に
、
既
設
の「
単
独
処
理
浄
化

槽
」や「
汲
み
取
り
槽
」を
撤
去
し
て
10
人

槽
以
下
の「
合
併
処
理
浄
化
槽
」を
設
置
す

る
市
民
、
も
し
く
は
特
定
非
営
利
活
動
促

進
法
第
２
条
第
２
項
に
規
定
す
る
市
内
の

特
定
非
営
利
活
動
法
人
で
、
平
成
24
年
３

月
15
日
ま
で
に
工
事
が
完
了
す
る
方
。

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
補
助
の
受
付
は
12
月
28
日
ま
で

「
物
品
購
入
等
」事
業
者
登
録
の
追
加
受
付

税務課からのお知らせ

　償却資産とは、事業に使われている看板･アスファ
ルト舗装などの構築物、製造用･農業用機器などの機
械･装置、運搬用･漁業用などの船舶、ブルドーザー（大
型特殊）などの車両･運搬具、陳列棚･厨房設備などの
工具･器具･備品のことを指し、これらを所有してい
る個人または法人事業者に
は固定資産税が課税されま
す。土地、家屋の申告は不
要ですが、償却資産につい
ては申告が必要です。

【申告期限】　平成24 年１月31日
　申告書は12月上旬に各事業者へ郵送します。平成
24年１月１日現在、事業に利用している資産につい
て記載し、税務課固定資産税担当へ届けてください。
問 固定資産税担当　☎ ６８４･１１３１

個人住民税の特別徴収を実施していない
事業主の方へ
　特別徴収は、所得税の源泉徴収と同様に給与所得
者が対象で、地方税法および市条例の規定により、
雇用主が毎月の給与から個人住民税を引き、従業員
の住む市町村に納める制度です。
　現在、特別徴収を実施していな
い場合は法律の趣旨をご理解の上、
特別徴収への移行をお願いします。
問 市民税担当　☎ ６８４･１１２９

農耕用自動車の登録をしていますか
　農耕用作業車両のうち、方向指示器や尾灯・制動
灯などが装備されている乗用装置付車両は、｢小型特
殊（農耕作業用）自動車｣として市に登録する必要があ
ります。登録していない車両がある場合は、早急に
税務課まで登録申請してください。

【登録申請に必要なもの】　①所有者の印鑑②車体番

償却資産の申告はお早めに

号の確認資料（販売証明書･納品
書･出荷証もしくは車体に刻印さ
れている車体番号の石ずり）
問 軽自動車税担当
 　☎ ６８４・１０７０



　
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
防
疫

の
観
点
か
ら
、
鳴
門
市
内
に
お
け
る
愛
が

ん（
ペ
ッ
ト
）鳥
の
飼
育
状
況
を
把
握
し
て

お
く
必
要
が
あ
り
、
現
在
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
下
記
の
愛
が
ん
鳥
を
飼
育
さ

れ
て
い
る
方
は
、
12
月
22
日（
木
）ま
で
に

市
役
所
農
林
水
産
課（
☎
６
８
４･

１
１
５

４
）へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は「
瀬
戸
町
・
北
灘
町
櫛
木
地
区

（
3
8
0
㌶
）に
お
い
て
、
平
成
19
年
度
～

23
年
度
を
事
業
期
間
と
し
て
都
市
再
生
整

備
計
画
を
策
定
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
り
、

事
後
評
価
原
案
を
作
成
し
、
目
標
達
成
状

況
を
検
証
す
る
事
後
評
価
を
実
施
し
ま

す
。
本
地
区
の
事
後
評
価
原
案
を
市
ホ
ー

　
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い

な
い
方
は
、
国
民
健
康
保
険（
国
保
）へ
の

加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
ど
の
保
険
に
も
加
入
し
て
い
な

い
方
や
、
国
保
の
被
保
険
者
で
新
た
に
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方
、
被
扶
養

【
対
象
と
な
る
鳥
の
種
類
】　
屋
外
で
飼
育

し
て
い
る
鶏
、
ア
ヒ
ル
、
ウ
ズ
ラ
、
七
面

鳥
、
キ
ジ
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
で
、
野
鳥
や
そ

の
ふ
ん
と
接
す
る
機
会
が
あ
る
鳥
。

【
報
告
事
項
】　
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、

鳥
の
種
類
・
羽
数
の
報
告
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生

を
予
防
す
る
た
め
に
も
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
な

ど
の
設
置
に
よ
り
野
鳥
と
接
触
し
な
い
よ

う
注
意
し
、
鶏
舎
な
ど
の
掃
除
と
消
毒
を

定
期
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ム
ペ
ー
ジ
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管
理
課

（
瀬
戸
町
堂
浦
字
浦
代
1
0
5
番
地
17

−
２
）で
公
表
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

の
意
見
を
同
課
窓
口
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス

に
て
募
集
し
ま
す
。

【
期
　
間
】　
12
月
12
日（
月
）～
26
日（
月
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

問 
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管
理
課　
☎
6
8

3
･
7
5
7
2

／

F  6
8
3
 ･
7
5
7
9

者
と
し
て
認
定
さ
れ
た
方
は
、
早
急
に
市

役
所
保
険
課
で
加
入
ま
た
は
喪
失
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問 
市
役
所
保
険
課
保
険
資
格
給
付
担
当

　
☎
６
８
４・１
１
３
９

　次の計画の策定にあたり、市民
の皆さんの意見を募集します。計
画の素案は、期間中に担当課で公
表するほか、市公式ホームページ
に掲載します。
問  市役所企画課 ☎684･1120

パブリック
コメントを募集

案 件 名 第六次鳴門市総合計画 鳴門市情報化計画
｢ 第４次なると e- プラン ｣

募集期間 12月27日（火）～１月31日（火） １月４日（水）～２月２日（木）
閲覧場所 企画課（市役所本庁舎２階） 情報化推進室（共済会館２階）

担 当 課
企画課
☎684･1120／F684･1336
Ｅメール:
kikaku@city.naruto.lg.jp

情報化推進室
☎ 684･1382 ／ F683･0297
Ｅメール :
info_system@city.naruto.lg.jp

応募方法 住所 ･ 氏名 ･ 電話番号 ･ 意見を記入し、郵便 ･FAX･ Ｅメールの
いずれかで、それぞれの案件の担当課へ。

対 象 者
①市内在住、在勤、在学の方 ②市内に事務所または事業所があ
る個人および法人またはその他の団体 ③この手続きに係る案件
に利害関係がある方

市立幼稚園入園の申し込みは
１月20日まで

保育所入所の申し込みは
１月５日～20日

　市立幼稚園の平成24年度入園の申し込みを次のとおり受け付
けています。
◎年長児＝５歳児（平成18年４月２日～19年４月１日生まれ）
◎年少児＝４歳児（平成19年４月２日～20年４月１日生まれ）
　入園希望の方は、平成24年１月20日までに通園区の幼稚園
へ入園願書を提出してください。願書は11月21日頃に各幼稚
園から入園児のいる家庭へお送りしています。届いていない
場合は、最寄りの幼稚園、または市教育委員会学校教育課（☎
686･8802）へ。

　平成24年４月１日から市内の公立・私立
保育所への新規入所希望の申し込みは、１
月５日から20日まで市役所子どもいきいき
課（☎684・1209）または入所希望の保育所で
受け付けます。入所申込書は
12月20日（火）からお渡ししま
す。保育所名や定員、入所資格、
提出書類など詳しいことは広
報１月号でお知らせします。

「
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
」の
事
後
評
価
原
案
を
公
表

愛
が
ん
鳥
の
飼
育
状
況
調
査
に
つ
い
て

12
月
は
国
保
適
用
適
正
化
推
進
月
間
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　市民税非課税世帯のうち、下表に該当する世帯に
は、指定ごみ袋を70枚（燃やせるごみ40枚、プラスチッ
ク製容器包装20枚、燃やせないごみ10枚）交付します
ので申請してください。申請は代理人でもできます
が、本人と代理人の印鑑（朱肉を使用するもの）が必
要です。また、申請に必要な証書・手帳も忘れず持参
してください。
※今回より、実際に１人暮らしをしている70歳以上

条件【市民税非課税世帯のうち】 申請に必要なもの 袋のサイズ
実際に１人暮らしをしている70歳以上（平成23年12月31日現在）の方 印鑑 小
児童扶養手当、特別児童扶養手当など受給世帯 印鑑・手当証書

中
身体障害者手帳１・２級を持つ人が属する世帯 印鑑・障害者手帳
精神障害者福祉手帳１級を持つ人が属する世帯 印鑑・福祉手帳
療育手帳Ａを持つ人が属する世帯 印鑑・療育手帳
生活保護を受給している世帯（１人暮らしの70歳以上の方は袋のサイズ小） 印鑑 中

　農業委員の選挙人名簿は、各有権者が毎年１月１日
現在で市農業委員会へ申請していないと名簿に登載さ
れません。申請の受け付けは、平成24年１月10日が締
め切りです。申請が必要な方は、平成４年４月１日以
前に生まれ、現在市内在住の方のうち、①10アール以
上の農地を耕作している方、②①の同居の親族または
配偶者で、年間60日間以上耕作に従事している方です。
問 市農業委員会　☎ 684･1180

　10月31日より、家電リサイクル法対象品目（エアコ
ン、テレビ、冷蔵・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機）の指
定引取場所が変更になりました。
変更後…日本通運㈱徳島支店　徳島沖州事業所松茂倉庫
　　　　☎ 699･6834／FAX 699･6918
所在地　板野郡松茂町中喜来字稲本183
問 市クリーンセンター　☎ 683･7570／FAX 683･7579

の方の申請基準日が交付月の末日に変更に
なりました。
【と　き】　12月13日（火）～20日（火）の
午前９時～午後５時（土･日曜日は除く）
【ところ】　市役所１階会議室
※交付初日と２日目は混雑が予想されます。先着順
ではなく、枚数は充分確保していますので、３日目
以降の交付申請をお勧めします。

入札物件①
【所　　　在】　撫養町大桑島字北之組29番２
【地目・面積】　宅地・２７７.７５㎡
【用 途 地 域】　第一種住居地域
【建 築 制 限】　建ぺい率６０％　容積率２００％
【最低売却価格】　７,６３８,１００円

入札物件②
【所　　　在】　撫養町南浜字東浜747番
【地目・面積】　宅地・２８１.１２㎡
【用 途 地 域】　近隣商業地域
【建 築 制 限】　建ぺい率８０％　容積率３００％
【最低売却価格】　１４,４７７,７００円

入札物件③
【所　　　在】　撫養町斎田字東発３０番９
【地目・面積】　宅地・１７２.５２㎡
【用 途 地 域】　第一種中高層住居専用地域
【建 築 制 限】　建ぺい率６０％　容積率２００％
【最低売却価格】　５,８３１,２００円

指定ごみ袋を無償交付

市有地の競争入札

問 市クリーンセンター廃棄物対策課
　 ☎ 683･7573／FAX 683･7579

問 市役所総務課管財担当　☎ 684･1125

【申 込 期 間】　12月１日（木）～平成24年１月13日（金）
【申込書提出場所】　市役所総務課
【入　札　日】　物件①　平成24年１月31日（火）
　　　　　　　物件②　平成24年２月１日（水）
　　　　　　　物件③　平成24年２月２日（木）
　　　　　　　※受付は午前９時30分から（入札は10時から）
【入 札 場 所】　市役所共済会館３階小会議室

家電リサイクル法対象品目指定引取場所が変更農業委員選挙人名簿の登録は１月10日まで



　11月４日、第一幼稚園年長児と第一小学校１年生児童が、同幼
稚園の畑で一緒にさつまいも堀りを行いました。今回収穫したさ
つまいもは、同園児･児童らが６月に植えたもので、堀り方は地
域の吉本さんが指導してくれました。
　これらの合同活動は、入学したばかりの小学生が集団行動が取
りにくいなどの｢小１プロブレム｣と言われる問題を解消するため
のモデル事業の一環として行われ、幼小の教諭が人事交流も行い
日常的な情報交換などを通して、幼小連携の望ましい在り方を研
究しています。

　11月５日、遊ぼう･学ぼう･ふれ合おうをテーマに第７回
｢全国幼稚園ウィークinなると｣が市民会館で開催され、多
くの親子連れで会場はにぎわっていました。
　遊びコーナーでは、ビーズを使ったアクセサリー作りや
紙相撲、釣り遊び、ボール投げなどの多彩な遊びが子ども
たちを夢中にさせていました。他には、市内17の幼稚園が
写真や絵で活動状況をパネル展示し、舞台ではピアノコン
サートや手品、幼稚園教諭らによるオペレッタなどが会場
をさらに盛り上げていました。

　10月30日、サッカーJ2徳島ヴォルティスのジェフユナイテッド
千葉とのアウェー戦（千葉市開催）の模様を大型スクリーンで観戦
するパブリックビューイング（PV）が市民会館で初めて開催され
ました。同イベントはヴォルティスのJ1昇格を後押ししようと、
市内の街おこしグループ｢和

わ っ し ょ い
緒一なると｣や市などが企画しました。

　市内外から約660人のヴォルティスサポーターらが集まり、屋
外のスタジアムとはまた違う雰囲気での応援で会場は盛り上がっ
ていました。

　10月30日に、６年ぶり２回目となる「鳴門市公設地方卸売市場祭」が開催されまし
た。この市場祭は、新鮮な農産物などを安価で提供することにより、地場特産品の
良さを再認識してもらうとともに、消費者と卸売市場との交流を深め、今後の公設
市場や地域の活性化を図ることなどを目的に開催されています。
　市場には約5,000人が訪れ、市価の３・４割引きで販売された新鮮な野菜や果物な
どを買い求めていました。また、会場では、野菜と豚肉がたっぷり入った福鍋の炊
き出しや、わかめ・鳴門金時・れんこんといった地元ブランドの食材を使った新商
品の天ぷら試食アンケート、また市場ならではの雰囲気を味わってもらおうと、マ
ツタケの模擬セリなどが行われました。好評のこの市場祭は、年末の12月30日にも
開催する予定です。

園児と児童が力を合わせてイモ堀り体験

遊ぼう･学ぼう･ふれ合おう 幼稚園ウィーク

新鮮な農産物や特産品が盛りだくさん 大盛況の市場祭

満席の市民会館でヴォルティスの応援

さ
つ
ま
い
も
の
堀
り
方
を
園
児･

児
童
に

説
明
す
る
吉
本
さ
ん

紙
相
撲
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

鳴門市公設地方卸売市場祭の様子

ヴォルティス応援の熱気に包まれるPVの様子

両
手
い
っ
ぱ
い
に
さ
つ
ま
い
も
を
持
つ
園
児

と
細
い
さ
つ
ま
い
も
に
興
味
津
々
の
児
童
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　空き店舗を活用して新たに商いを目指すチャレンジショップが、11月21日に黒崎バイパスに
オープンしました。同ショップは、鳴門市地域雇用創造協議会が空店舗活用・にぎわい創出
事業で公募したもので、開店した『Tokushima Creator`ｓ Market Shop「CoshaL　コシャ
エール」』では手作り商品の販売や各種教室など、まちのにぎわいづくりにつながるものと期
待されています。

　第37回大谷焼窯まつりが、11月12日、
13日に開催され、約15，000人もの方が
訪れました。会場となった東林院で
は、絵付教室やろくろ体験コーナー、
堀江小学校や大麻中学校陶芸部によ
る作品展示即売会など、さまざまなイ
ベントが開催。７窯元による陶器市で
は、ずらりと並んだ特価販売の陶器
を、観光客や陶器愛好家の皆さんが手

に取ったり眺めたりしながら品定めをしていました。また11月12日には、JR板
東駅から窯まつり会場までの約５㎞の道のりを散策する、駅からウォークも行
われ、参加者は秋深まる鳴門のお遍路道を楽しんでいました。

　11月７日、地域社会や企業の次代を担うリーダーの集まり
である鳴門青年会議所メンバーと同世代の市職員が、率直に
鳴門の未来のまちづくりについて語り合う｢まちづくりトー
ク｣が行われました。これは、若い力や自由な発想力から生
まれた新たな視点や提案を、鳴門市総合計画を策定するにあ
たっての、また、これからの鳴門のまちづくりを進めるにあ
たっての参考とし、活力と魅力にあふれたまちづくり目指す
目的で開催されました。

品定めをする来場者　

市役所本庁舎で開催されたまちづくりトークの様子

凧糸を手に一斉に駆け出す生徒たち

ヴォルティス応援の熱気に包まれるPVの様子

◆CoshaL（コシャエール）
【ところ】 撫養町黒崎字松島135–2
【営業時間】 午前11時～午後７時  
【販売ジャンル】 洋服、雑貨、帽子、アクセサリーなど
【店長から】 モノ作りをしているクリエーターで運営し
ています。大量生産にはないオリジナル商品を手で作っ
ています。手作りの良さを広く知っていただくために、
いろいろな教室やレンタルスペースでの販売などで展開
していきます。
問  ☎080・4034・1090

青年会議所メンバーと市職員とのまちづくりトーク

にぎわい鳴門「チャレンジショップ」オープン

恒例　大谷焼窯まつり
　11月15日、四国経済産業局長
室にて、伝統的工芸品産業功労
者等表彰の授与式が行われ、森
悦光さん（大谷焼陶業協会 理事）
が受賞しました。この表彰は、産
地の協同組合などの役員経験者と
して、伝統的工芸品等産業の振興
に特に貢献し、顕著な功績をあ
げた方を対象とするもので、森さ
んの大谷焼への長年の活動が認め
られ、今回の受賞となりました。

森悦光さん大谷焼への
長年の活動が認められる

　鳴門工業高校の最後の文化祭が
11月13日に行われ、文化祭のフィ
ナーレとして鳴門に昔から伝わる
｢わんわん凧｣を鳴門大凧保存会の
方たちの協力のもと揚げました。
　同校の生徒が作成した校章入り
の直径５㍍の凧は大空に舞い上が
り、文化祭に参加していた市民の
方や生徒らは雄大に空を泳ぐ大凧
を思い思いに眺めていました。

　10月に行われたプロ野球ドラフト会議で
広島東洋カープから育成枠１位指名を受け
た、徳島インディゴソックスの富永一投手

（鳴門町）の入団が11月９日に決定しまし
た。入団発表は広島市で12月13日に行われ
ます。今期、富永投手は抑えとして18セー
ブ（リーグ最多）、防御率１･20の成績を残
し四国アイランドリーグplusの初制覇に貢
献しました。

市工祭の締めくくりにわんわん凧揚げインディゴソックス富永投手
プロと契約
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額
面
24
万
円
、
６
年
償
還
の
記
名
国

債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
請
求
期
限
】平
成
24
年
４
月
２
日
ま
で

【
問
】市
役
所
市
民
協
働
推
進
課　

☎

６
８
４･

１
１
４
０

無
料
法
務
相
談

【
と　
き
】12
月
26
日（
月
）午
後
２
時
～

５
時　
※
事
前
予
約
制

【
と
こ
ろ
】市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

【
内　
容
】暮
ら
し
の
法
務
相
談
全
般

【
問
】四
国
市
民
法
務
サ
ポ
ー
ト　
森
江

☎
０
９
０･

９
６
９
４･

３
０
３
１
／
吉

田　
☎
０
９
０･

７
９
７
１･

７
５
９
１

ス
ポ
ー
ツ

明
神
山（
４
４
１･

６
㍍
）ハ
イ
キ
ン
グ

【
集　
合
】12
月
23
日（
金
・
祝
）午
前
７

時
に
市
文
化
会
館
北
側
駐
車
場
へ

【
募　
集
】20
人（
先
着
順
）

【
参
加
費
】３
０
０
０
円
程
度

【
準
備
物
】日
帰
り
装
備･

弁
当･

着
替
え

【
申
し
込
み
】12
月
10
日（
土
）ま
で
に
鳴

門
岳
友
会　
緒
方（
☎
０
９
０・８
６
９
５

･

３
３
７
３
）へ
。

講
座・教
室・試
験
な
ど

旬
の
魚
の
捌
き
方
教
室

　
旬
の
魚
を
自
分
で
捌
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
と　
き
】12
月
24
日（
土
）午
前
９
時
30

分
～
正
午

【
と
こ
ろ
】北
泊
漁
業
協
同
組
合

【
定　
員
】30
人（
先
着
順
）

【
材
料
費
】１
５
０
０
円（
当
日
集
金
）

※
お
み
や
げ
あ
り

【
準
備
物
】良
く
切
れ
る
包
丁
、
エ
プ
ロ

ン
、
濡
れ
て
も
よ
い
服
装

【
申
し
込
み
】12
月
20
日（
火
）ま
で
に
市

役
所
農
林
水
産
課（
☎
６
８
４･

１
１
５
２
）

へ
電
話
、
も
し
く
は
電
子
申
請
。

催
　
し

凧
揚
げ
で
新
年
を
祝
う

【
と　
き
】１
月
１
日（
日
）午
前
７
時
～

（
小
雨
決
行
）

【
と
こ
ろ
】鳴
門
町
大
毛
海
岸

【
内　
容
】直
径
５
㍍
の
わ
ん
わ
ん
凧
揚

げ
で
新
年
を
祝
い
ま
す
。
見
学
者
・
一

般
参
加
者
の
先
着
50
人
に
ミ
ニ
わ
ん
わ

ん
凧
を
進
呈
。

【
問
】 

藤
中　
☎
６
８
６･

１
５
６
７

鳴
門
市
消
費
者
の
市
・
消
費
生
活
展

【
と　
き
】12
月
18
日（
日
）午
前
８
時
30

分
～
午
後
２
時

【
と
こ
ろ
】市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
身

体
障
害
者
会
館
内
）

【
内　
容
】◎
衣
料
品
、
食
料
品
、
陶
器

な
ど
の
特
売
◎
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
相
談
員

に
よ
る
、
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の

無
料
相
談
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
最
新

情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
気

軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
個
人
の
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
）◎
お
買
い
上
げ
の
方

に
景
品
が
当
た
る
抽
選
券
を
進
呈
し

ま
す
。

【
問
】市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

☎
６
８
４･
１
１
４
０

生
活（
暮
ら
し
）

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

◆
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー 

◆
自
転
車（
大

人
用
）

【
問
】市
消
費
者
協
会 

☎
６
８
６･

３
７
７
６

若
年
無
業
者
無
料
相
談（
予
約
制
）

【
と　
き
】12
月
19
日（
月
）午
後
１
時
～
５
時

【
と
こ
ろ
】市
役
所
分
庁
舎
２
階
会
議
室

【
問
】徳
島
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン　
☎
６
０
２･

０
５
５
３

無
料
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

　

｢

職
業
生
活
設
計｣

を
行
う
た
め
の
個

別
相
談
を
行
い
ま
す
。

【
と　
き
】12
月
７
日（
水
）、
21
日（
水
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時（
予
約
制
）

【
と
こ
ろ
】鳴
門
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
２
階
第
３
会
議
室

【
申
し
込
み
】鳴
門
市
地
域
雇
用
創
造
協

議
会
事
務
局　
☎
／
F  ６
８
９･

３
２

７
０

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

　

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21

年
３
月
31
日
の
間
に
遺
族
年
金
等
を

受
け
る
方（
戦
没
者
の
妻
や
父
母
等
）

が
亡
く
な
る
な
ど
し
、
平
成
21
年
４

月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
や
遺

族
年
金
な
ど
の
受
給
権
者
が
い
な
い

場
合
、
第
九
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て

相　談　名 日　　　　　　時 場　　　　　　所 問　い　合　わ　せ
行 政 相 談 12月９日㈮ 午後１時〜４時 市役所１階市民相談室 秘　書　広　報　課（☎684・1118）

人 権 相 談 12月５日㈪ 午後１時30分〜４時30分 板東公民館 人  権  推  進  課（☎684・1148）
（ 電 話 相 談  ☎684・1548）

女 性 相 談 月〜金曜　午前８時30分〜午後５時 女性子ども支援センター 女 性 子 ど も 支 援 セ ン タ ー
（☎684・1413）12月14日㈬ 午後１時〜４時（要予約） 人権福祉センター2階会議室

心 配 ご と 相 談 毎週金曜の午前９時〜午後３時 老人福祉センター心配ごと相談所 市社会福祉協議会（☎685・7170）
身 体 障 害 者 相 談 月〜金曜（祝日を除く）午前９時30分〜正午 市身体障害者会館 身 体 障 害 者 会 館（☎686・4144） 
Ｎ Ｐ Ｏ 相 談 月〜金曜（祝日、年末年始は休み）午後１時〜６時 老人福祉センター１階ボランティアセンター 市民活動支援センター（☎685・7170）
消 費 生 活 相 談 月〜金曜（祝日を除く）午前９時30分〜午後３時30分 消費生活センター 消費生活センター（☎686・3776）

暮らしの相談お気軽に無 料 相 談

今月の納期
固定資産税　　　　　　　　 第４期
国民健康保険料・介護保険料  第７期
後期高齢者医療保険 　　　    第５期
12月26日（月）までに市役所税務課・保険課
または指定金融機関で収めてください。

新教育委員長に　服部善子氏
　市教育委員会は吉益清祐教育委員長の任期満了
に伴い、新しい教育委員長に服部善子氏を互選し
ました。新教育委員長職務代理は五

ご
島
とう

泰
た

市
いち

郎
ろう

氏。
任期は平成24年10月25日までです。
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工
作
教
室
・X
m
a
s
コ
ン
サ
ー
ト
ハ
ー

モ
ニ
カ
演
奏
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
問
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園　
☎
６

８
７･

３
１
７
５

鳴
門
市
の
び
の
び
げ
ん
き
っ
こ
ま
つ
り

【
と　
き
】12
月
10
日（
土
）午
後
２
時
～
４
時

【
と
こ
ろ
】市
民
会
館　
参
加
無
料
！

【
内　
容
】ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広
げ
る
こ

と
を
目
的
に
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト･

手
作
り
お
も
ち
ゃ･

模
擬
店
の
各
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
・
サ
ン
タ
や
ア
ン
パ
ン
マ

ン
も
登
場

【
問
】鳴
門
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
６
８
６･

９
２
２
７

ふ
る
さ
と
鳴
門
の
踊
り
交
流
大
会

【
と　
き
】12
月
11
日（
日
）午
前
10
時
～
正
午

【
と
こ
ろ
】キ
ョ
ー
エ
イ
鳴
門
駅
前
店
４
階

【
内　
容
】▼
雨
情
歌
碑
建
立
５
周
年
記

念
式
典
▼
９
団
体
が
地
域
に
伝
わ
る
踊

り
や
新
し
く
生
ま
れ
た
踊
り
を
披
露
。

【
問
】 「
鳴
門
小
唄
」で
い
き
い
き
な
る
と

実
行
委
員
会　
☎
６
８
６・１
３
０
４

Ｃ
ｈ
ｏ
ｒ
ｕ
ｓ
９
に
よ
る

　
　
　
　
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

【
と　
き
】12
月
23
日（
金･

祝
）午
後
２
時
か
ら

【
と
こ
ろ
】市
ド
イ
ツ
館

【
入
場
料
】１
０
０
０
円（
高
校
生
以
下

５
０
０
円
）

【
内　
容
】◆
第
１
部
：
独
唱
と
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
◆
第
２
部
：
ミ
サ
第
２
番

【
問
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鳴
門｢

第
九｣

を
歌
う

会　
☎
６
８
６･

１
２
９
６

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ 

Ｌ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｒ 

ク
リ
ス
マ
ス

【
と　
き
】12
月
18
日（
日
）午
前
11
時
か
ら

【
と
こ
ろ
】阿
波
大
正
浪
漫　
「
バ
ル
ト

の
庭
」　
野
外
舞
台

【
内　
容
】入
場
無
料

①
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な

ん
だ
コ
ー
ラ
ス
や
ハ
ン

ド
ベ
ル
演
奏
、
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
コ
ン
サ
ー
ト

②
恒
例
の
縁
日
：
ド
イ
ツ
ソ
ー
セ
ー
ジ

や
ド
イ
ツ
風
レ
ン
ガ
釜
に
よ
る
焼
き
た

て
パ
ン
の
販
売
、
焼
き
そ
ば
、
う
ど

ん
、
カ
レ
ー
な
ど
の
軽
食
販
売
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
や
射
的（
有
料
）

【
問
】バ
ル
ト
の
庭
☎
６
８
９･
２
１
６
３

初
日
の
出
は
渦
の
道
か
ら
！

【
と　
き
】１
月
１
日（
日
）午
前
６
時
30
分
か
ら

【
と
こ
ろ
】大
鳴
門
橋
遊
歩
道　
渦
の
道

【
内　
容
】元
旦
は
海
上
45
㍍
に
位
置
す

る
大
鳴
門
橋
遊
歩
道
渦
の
道
か
ら
鳴
門

海
峡
の
絶
景
に
昇
る
初
日
の
出
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
正
月
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
獅
子
舞
の
演
舞
や
ぜ
ん

ざ
い
の
無
料
配
布
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.uzunom

ichi.jp/

）で
。

【
問
】渦
の
道　
☎
６
８
３・６
２
６
２

わ
く
わ
く
冬
パ
ー
ク（
参
加
費
無
料
）

【
と　
き
】12
月
23
日（
金
）午
前
10
時
～

午
後
４
時（
雨
天
時
24
日
）

【
と
こ
ろ
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

【
内　
容
】お
も
し
ろ
自
転
車
・
か
え
っ

こ
バ
ザ
ー
ル
・
保
育
士
ヒ
ー
ロ
ー
ブ
レ

イ
ク
シ
ョ
ー
・X
m
a
s
企
画
L
E
D

と
き
め
き
陶
芸
体
験

【
と　
き
】12
月
11
日（
日
）午
後
１
時
～

４
時
30
分

【
と
こ
ろ
】田
村
商
事
陶
房
な
ど
※
午
後

０
時
30
分
に
阿
波
神
社
駐
車
場
に
集
合

【
対
象
者
】結
婚
を
希
望
す
る
45
歳
ま
で

の
独
身
男
女　
先
着
各
15
人

【
内　

容
】①
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
大
谷
焼

を
作
成（
エ
プ
ロ
ン
持
参
）②
陶
芸
体
験

後
、
１
対
１
の
ト
ー
ク
タ
イ
ム
。

【
材
料
費
】１
５
０
０
円
程
度
か
ら

【
申
し
込
み
】12
月
５
日（
月
）必
着
、
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・

職
業
を
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス（
ＦＡＸ
６
８
６

･

４
０
５
９
）ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル（naru

shakyo-volunteer@
tv-naruto.

ne.jp

）で
良
縁
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ハ
ッ
ピ
ー
な
る
と｢

と
き
め
き
陶
芸
体

験｣

係
へ
。

【
問
】 

手
塚　
☎
６
８
９･

１
６
２
３

県
指
定
史
跡『
大
代
古
墳
』一
般
公
開

　
普
段
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
、
四
国

横
断
自
動
車
道
大
代
古
墳
ト
ン
ネ
ル
上

に
あ
る
古
墳
を
一
般
公
開
し
ま
す
。
大

津
西
小
学
校
６
年
生
が
解
説
し
ま
す
。

ま
た
、
オ
ー
ブ
ン
粘
土
を
使
っ
た
勾
玉

つ
く
り
が
体
験
で
き
ま
す
。

【
と　
き
】12
月
４
日（
日
）午
後
１
時
～

３
時

【
と
こ
ろ
】県
指
定
史
跡『
大
代
古
墳
』

（
鳴
門
市
大
津
町
大
代
）

【
展
示
遺
物
】大
代
古
墳
の
出
土
遺
物
・

石
棺
レ
プ
リ
カ
・
大
代
古
墳
ジ
オ
ラ
マ

【
問
】大
代
古
墳
等
歴
史
文
化
遺
産
保
存

会　
☎
６
８
６･
５
５
６
９

鳴門市市場祭
　産地直送の新鮮野菜や特産品を大放出！
お正月の食材などの即売会を開催します。

【と　き】12月30日(金)午前8時30分～正午
【ところ】市公設地方卸売市場
【問】市公設地方卸売市場管理事務所　☎685･3680

経済センサス活動調査（経済の国勢調査）
　日本の全産業分野における事業所および企業の
経済活動の状況を明らかにし、各種統計調査の基
礎となる母集団情報の整備を図る目的で行います。

【調査期日】平成24年２月１日現在
【調査対象】　すべての企業･事業所　

※入居は2月1日から※矢倉団地Ｈは昭和31年4月1日
以前に生まれた方、身体障がい者、生活保護を受けて
いる方などが対象(単身入居可)。※矢倉団地には駐車場
がありません。※優先住宅はバリアフリー化しており、
身体障害者手帳１･２級を所持している方を含む世帯が
対象です。※受付および抽選時にいない場合は無効とな
ります。（時間厳守）
詳しくは、市役所まちづくり課住宅担当（☎684･1162 
／FAX684 ･1343）までお問い合わせください。

一般住宅
団地名 階 家賃（所得に応じて） 構造 間取り 

矢 倉 Ｆ 2 11,500～17,100 ４階建 3DK・44．0㎡ 
矢 倉 Ｈ 4 6,900～10,300 ４階建 2DK・30．7㎡ 
明神第２ 1,4 16,700～24,800 ４階建 3DK・57．7㎡ 

優先住宅
立岩第２ 1 19,400～28,800 平 屋 3LDK・74 ．9㎡ 
川崎第２ 1 18,600～27,800 平 屋 3LDK・79．4㎡

市営住宅の入居者募集 受付日：12月12日（月）・13日（火）
抽選日：12月16日(金)
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市
と
鳴
門
病
院
と
の
連
携
事
業

～
腰
痛
と
変
形
性
膝
関
節
症
の
予
防
に
つ
い
て
～

【
と　
き
】12
月
14
日（
水
）　
午
後
１
時

30
分
～
３
時

【
と
こ
ろ
】ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
る
と

【
講　

師
】鳴
門
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
部　
理
学
療
法
士

【
申
し
込
み
】12
月
13
日（
火
）ま
で
に
鳴

門
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
緑
会
へ

☎
６
８
５･
１
５
５
５
／
FAA６
８
５･

８

８
８
６　
※
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用

く
だ
さ
い
。
※
今
後
、
市
内
４
地
区
で

同
じ
出
前
講
座
を
開
催
予
定
。　

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト･

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

写
真
展
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

【
と　
き
】12
月
８
日（
木
）～
15
日（
木
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

上
田
優
き
り
え
の
世
界

【
と　
き
】12
月
17
日（
土
）～
25
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
７
時

【
と
こ
ろ
】キ
ョ
ー
エ
イ
駅
前
店
４
階

【
問
】㈿
鳴
門
セ
ン
タ
ー
街A

☎
６
８
５･

３
５
４
３

歳
末
青
空
市

【
と　

き
】12
月
29
日（
木
）･

30
日（
金
）

･

31
日（
土
）午
前
７
時
～
午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】市
民
会
館
前

※
お
正
月
用
品
が
、
い
ろ
い
ろ
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。

【
問
】市
役
所
市
民
協
働
推
進
課　
☎
６

８
４･

１
１
４
０

吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１

　
毎
年
、
文
化
会
館
で
行
わ
れ
て
い
る

徳
島
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
と
は
ひ
と

味
違
っ
た
演
奏
会
で
す
。
音
楽
で
心
身

と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？

【
と　
き
】12
月
18
日（
日
）午
後
２
時
～

４
時
30
分（
開
場
：
午
後
１
時
30
分
）A

【
と
こ
ろ
】鳴
門
市
文
化
会
館

【
入
場
料
】無
料（
要
整
理
券
）

※
文
化
会
館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。　

【
出
演
団
体
】鳴
門
市
第
一
中
学
校
／
徳

島
県
立
鳴
門
高
等
学
校
／
徳
島
県
立
鳴

門
第
一
高
校
／
Ｂ
Ｍ
Ｓ
ウ
イ
ン
ド
ア
ン

サ
ン
ブ
ル

【
問
】鳴
門
市
文
化
会
館

☎
６
８
５･

７
０
８
８

※
火
曜
日
は
休
館

子
ど
も
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
の
つ
ど
い

　

｢
楽
し
く
育
て
る
親
子

の
き
ず
な｣
と
題
し
た
、

子
育
て
に
関
す
る
話
を
楽

し
く
、
わ
か
り
や
す
く
教

え
て
く
れ
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

【
と　
き
】12
月
17
日（
土
）午
後
２
時
～

３
時
30
分
※
講
演
後
、
午
後
４
時
30
分

ま
で
質
問
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
と
こ
ろ
】鳴
門
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
２
階

【
講　
師
】広
島
市
こ
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー

心
療
部
長　
岡
田
隆
介
先
生

【
問
】市
役
所
子
ど
も
い
き
い
き
課　
☎

６
８
４･

１
２
２
５

環
境
学
習
館

木
星
と
冬
の
星
座
観
測
会

　
空
気
の
澄
ん
だ
夜
空
に
あ
る
天
体
を

の
ぞ
い
て
み
よ
う
！

【
と　
き
】平
成
24
年
１
月
21
日（
土
）午

後
５
時
30
分
か
ら

※
天
候
不
良
で
中
止
の
場
合
、
午
後
４

時
ご
ろ
連
絡
し
ま
す
。（
２
月
11
日（
土
）

に
順
延
）

【
と
こ
ろ
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
屋
上

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。
防
寒

対
策
を
十
分
に
。

牛
乳
パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
教
室

　

牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て「
紙
漉
き
は

が
き
」を
作
り
ま
す
。

【
と　
き
】12
月
26
日（
月
）午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で

【
と
こ
ろ
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
環
境

学
習
館

【
募　
集
】20
人（
先
着
順
）10
歳
以
上
の
方

【
準
備
物
】牛
乳
パ
ッ
ク
３
枚
、
タ
オ
ル

２
枚
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
１
枚

【
申
込
先
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
環
境

学
習
館　
☎
６
８
３･
７
５
６
８

図
書
館

源
氏
物
語
を
読
む
会（
読
振
協
）

【
と　
き
】12
月
15
日（
木
）午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】市
立
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

【
年
会
費
】３
０
０
円

３
・
11
東
日
本
大
震
災
で
学
ぶ
こ
と

～
災
害
時
に
お
け
る
ケ
ー
タ
イ
活
用
法
～

【
と　
き
】12
月
４
日（
日
）午
前
10
時
～
正
午

【
と
こ
ろ
】市
立
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

【
費　
用
】１
０
０
円

｢

ふ
く
ろ
う
の
森｣

文
学
教
室

　
絵
本
の
秘
密
～
絵
本
の
知
と
読
み
聞
か
せ
の
心
～

【
と　
き
】12
月
17
日（
土
）午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】市
立
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

【
資
料
代
】１
０
０
円

12
月
の
休
館
日
▼
５
日（
月
）▼
12
日

（
月
）▼
19
日（
月
）▼
23
日（
金･

祝
）▼

26
日（
月
）▼
28
日（
水･

館
内
整
理
日
）

▼
29
日（
木
）～
１
月
３
日（
火
）▼
１
月

４
日（
水･

館
内
整
理
日
）

【
問
】市
立
図
書
館
☎
６
８
５･

０
２
５
５

／
FAA６
８
６･

６
５
８
９

12月は飲酒運転撲滅月間
～飲酒運転ゼロ宣言～
◎飲酒した場合は、絶対に車の運
転はしません。◎車の運転する人
には、絶対に飲酒をさせません。
◎飲酒して車を運転することは、
断じて許しません。

年末年始の交通安全県民運動
12月10日(土)～１月10日(火)
 ～運動の重点～
◎飲酒運転など無謀運転の追放◎高齢者の交通事故防止
◎夕暮れ時の早めのライト点灯と反射材の効果的活用◎全席
におけるシートベルト着用とチャイルドシートの正しい使用の徹底

【使用期限】
平成23年12月31日（土）まで
【問】A鳴門商工会議所
　　A☎685･3748

プレミアム商品券
使用期限迫る
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BOAT RACE鳴門　【ボートレース鳴門開催】 ●12月３日（土）～8日（木）第12回JLCカッ
プ ●12月14日（水）～18日（日）第31回スポーツ報知杯 ●12月22日（木）～25日（日）ありがとう
2011カップ ●12月29日（木）～1月４日（水）第40回松竹杯
【場外発売】 ●12月３日（土）～7日（水）GⅠ近畿地区［尼崎］ ●12月３日（土）～8日（木）GⅠ四国地
区［丸亀ナイター］ ●12月10日（土）～13日（火）GⅠ九州地区［福岡］ ●12月10日（土）～15日（木）
GⅠ中国地区［宮島］ ●12月20日（火）～25日（日）SG賞金王決定戦［住之江］ ●12月29日（木）～
12月31日（土）GⅢ多摩川女子リーグ［多摩川］
【エディウィン鳴門】 ●12月１日（木）・１月５日（木）・6日（金）は休館日となります。

市民チャンネル番組ガイド
　放送チャンネル・時間はリビング鳴門の番組表
をご覧ください。
テレビ広報なると
▼12月１日から
悪質商法など最近の消費者問題
▼12月21日から

「鳴門のできごと」総集編2011

鳴門ビデオボランティア制作番組
▼12月１日から ①ホームビジット　レムケ邸／西角
昌之（藍住町） ②グラウンドゴルフ大会／豊田三郎

（板東）
▼12月21日から　①｢コスモス｣いっぱい／山内茂
雄(岡崎)②大麻はんの灯籠／豊田三郎（板東）

鳴門商工会議所青年部が、今年は場所を鳴門市
役所前広場に移し、昨年よりも増加させた５万
球の電飾で鳴門の冬をイルミネーションで彩り
ます。

【と　き】 １月９日（月･祝）まで、午後５時30分
～翌朝

【ところ】 鳴門市役所玄関前広場および２階渡
り廊下部分一帯

【問】 鳴門商工会議所　☎685･3748

なると冬のイルミネーション

　ドイツクリスマスマーケットをモデルにホッ
トワイン、ソーセージなどの飲食、クリスマス
グッズの販売やステージイベントを開催します。

【と　き】　12月23日（金･祝）午後１時～８時、12
月24日（土）午後１時～７時

【ところ】　鳴門市役所玄関前広場
主　催
鳴門市地域雇用創造協議会実現事業　
共　催　鳴門商工会議所青年部
☎685･3748

「鳴門市成人式」
【と　き】　平成24年１月８日（日）午後１時30分
【ところ】　市文化会館
【該当者】　平成３年４月２日から平成４年４月１日までに
生まれた方で、平成23年10月31日現在、①鳴門市の住民基
本台帳に登載されている方、および外国人登録をしている
方と、②平成23年11月１日から平成23年12月28日までの間
に鳴門市に転入された方および外国人登録をした方です。
※①の方については、12月７日までに案内状をお送りしま
す。②の方については、住民票の登録が済み次第随時案内
状をお送りします。１月５日までに案内状
が届かないときは、市教育委員会 生涯学
習人権課（☎686･8807）へご連絡ください。

「はたちの主張」を募集します
【応募資格】　上記の新成人該当者
【内　　容】　テーマは「成人式を迎えての抱負」。職場、学
校での経験や趣味・スポーツ・ボランティア活動などで得
た事柄を基に、成人を迎える今、何を感じ、何を考え、何
をしようとしているのかなど自分の体験を含めて書いてく
ださい。

【様　　式】　1200字以内（400字詰原稿用紙３枚以内）。
題名、文体は自由。一人一点。

【提　　出】　住所・氏名・性別・電話番号を欄外に記入して
12月15日(木)までに下記の方法で提出してください。
●郵送の場合 〒772－0011撫養町大桑島字濘岩浜・市教育委 
　員会生涯学習人権課「はたちの主張」係宛
●メールの場合(seijinshiki@city.naruto.lg.jp)宛
●ファクスの場合は（F686･1568）送付後生涯学習人権課に
連絡してください。

【問】 市教育委員会生涯学習人権課　☎686･8807

What's20歳
　鳴門市青年連合会は、鳴門総合情報サイト「鳴との門」の
中に「What's20歳」のコーナーを設置しました。20歳の夢や
決意、成人を迎える人に対しての意見や励ましなど、多く
の方からメッセージを募集し、Twitter(ツイッター)上で発
表します。アカウント名「naruto_whats20」のフォローを
お願いします。メッセージを投稿する場合は本文の前に「@
naruto_whats20」を入れてツイートしてください。また、
メールでも受け付けします。連合会宛（naruto_whats20@
yahoo.co.jp）（右下QRコード）に140文字以内でメッセー
ジとお名前(匿名可)を送ってください。投稿された内容は
リツイート、もしくは本文+アカウン
ト名（メールの場合は本文中のお名前）
を再投稿させていただきます。また、
成人式当日、皆さんのメッセージのい
くつかを紹介したいと思っています。

【問】 鳴門市青年連合会事務局
　　 ☎686･8807

文化会館駐車場
12月の駐車制限日程
◆4日（日) 8:00〜22:00
◆11日（日）8:00〜22:00
◆16日（金）8:00〜17:00
◆18日（日）8:00〜17:00
◆23日（金）8:00〜17:00
◆24日（土）8:00〜17:00

鳴門クリスマスマーケット2011
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◎12月31日までに特定健診を受診してください
　特定健診は、メタボリックシンドロームの概念に
着目した、生活習慣病の予防や重症化予防のための
健診です。近年、生活習慣病の占める割合は非常に
大きくなっています。生活習慣病の予防や早期発見
には、定期的に健診を受け、自身の体の状態を把握
することが重要とされております。ご自身の健康を
守るため、有効期限（平成23年12月31日）までに特定
健診の受診をお願いします。健診の自己負担額は、
1,000円です。
　受診券は７月に国民健康保険被保険者のうち、対
象となる方に郵送していますが、再発行が必要な方
は保険課までご連絡ください。
◎特定保健指導をご利用ください
　特定健診の結果、保健指導の対象と判定された方
は、健康づくり課より「特定保健指導利用券」が送付

すべての人の幸せにつながる人権尊重社会を実現しましょう！
　本市は、同和問題の解決と全ての人の人権が尊重され
る社会の実現を目指して、学校教育および社会教育を通
じて、人権教育を積極的に推進しています。
　人権教育の取り組みには、人権そのものの尊さを学ぶ
普遍的な視点からの取り組みと具体的な人権課題を学ぶ
個別的な視点からの取り組みがあります。人権尊重につ
いての認識を深めるためには、この両者が相まった取り
組みを進めていくことが重要です。
■具体的な個別の人権課題を学ぶ
　私たちが、具体的な個別の人権課題について学び、そ
れぞれの人権課題に関して正しく認識することは．課題
解決に向けて必要不可欠です。もちろん、個別人権課題
の学習のみで人権教育が終わるものではありませんが、
個別人権課題の学習は人権教育の極めて重要な要素とな
ります。
▼わたしたちが解決を目指すべき個別人権課題
　（「徳島県人権教育推進方針」より）

女性　子ども　高齢者　障がい者　同和問題
アイヌの人々　外国人　HIV感染者･ハンセン病患者等
刑を終えて出所した人　犯罪被害者等
インターネットによる人権侵害　様々な人権問題

▼小･中学校における各個別人権課題の学習時数割合　
右のグラフは、市内各小・中学校の「平成22年度人権教
育実践記録」を基にして、市内小・中学校の人権教育に
おける各個別人権課題の学習時数を個別人権課題の総学
習時数に占める割合で示したものです。
　市内小･中学校では、同和問題を人権問題の重要な柱
と捉えるとともに、できるだけ多くの課題に視野を広げ、

子どもたちが人権に関する知識と人権感覚を身に付け、
人権を大切にした生き方ができるよう人権学習に取り組
んでいます。
■子どもも大人も共に学び合う
　全ての人の人権が尊重される社会を実現するために
は、私たち一人一人が人権尊重を自分のものとして日常
生活に根付かせていくことが大切です。しかし、子ども
たちをはじめ私たちは、「人権を尊重しましょう」「差別を
しないようにしましょう」といった心構えやこうあるべ
きといった理念から学ぶのではありません。学校･家庭･
地域における人とのふれあいの中で、そうした生き方を
実践している人を見、聞き、体験し、心で感じ取ることで、
初めて自分のものとして学んでいきます。
　子どもから大人へ、大人から子どもへ、子ども同士、
大人同士。学校・家庭・地域で子どもも大人も共に学び
合い、私たち一人一人が人権を大切にする生き方を自分
のものとして、全ての人の幸せにつながる人権尊重社会
を実現していきましょう。

されますので、お申し込みください。リスクの程度
に応じた生活習慣改善に向けた保健指導（支援）を行
います。

【動機付け支援】　初回面接を行い、保健師や管理栄
養士と一緒に生活習慣改善に向けた行動計画を作っ
ていただきます。面接から６ヵ月後に取り組みの結
果を最終確認します。

【積 極 的 支 援】　初回面接を行い、保健師や管理栄
養士と一緒に生活習慣改善に向けた行動計画を作っ
ていただきます。面接から２～３ヵ
月後に中間評価として順調に生活
習慣の改善が進んでいるか確認を
行い、６ヵ月後に取り組みの結果
を最終確認します。
問  市役所保険課　☎684･1204
　  市役所健康づくり課　☎684･1137

特定健診・特定保健指導を利用し、健康づくりに努めましょう

鳴門市・小中学校における各個別人権課題の学習時数割合
（平成22年度）（平成 22年度）

女性
5％

HIV 感染者・ハンセン病患者等 3％
インターネットによる人権侵害 3％

子ども
8％ 高齢者 4％

障がい者
12％

同和問題
38％

その他
27％
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市役所健康づくり課
〒772-8501
撫養町南浜字東浜170

母子保健担当：☎684・1206
成人保健担当：☎684・1137

FAX684・1336
E-mail:kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

市役所健康づくり課
〒772-8501
撫養町南浜字東浜170

母子保健担当：☎684・1206
成人保健担当：☎684・1137

FAX684・1336
E-mail:kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

お問い
合わせ

休　日　当　番　医
◎受診は救急患者に限られ、往診はできません。
◎平日・土曜日午後６時～午後11時まで
　日曜・祝日午前９時～午後11時までに
◎午後11時からは、かかりつけの医などをご利用ください。
◎休日当番医は予告なく変更されていることがあります。 

休日夜間当番医の問い合わせはテレホンガイド（☎685・
3322）へ。

担当医院 ところ 科 　目 電話番号
12月４日 中 西 医 院 板 東 内 ･ 小 689･1508

11日 佐藤整形外科 南 浜 整　 ･　リハ 685･6555
18日 斎 藤 医 院 牛屋島 内 ･ 外 689･0151
23日 元 木 医 院 南 浜 内 ･ 小 ･ 消 685･8282
25日 兼 松 病 院 斎 田 内 ･ 外 ･ 眼 685･4537
31日 今井メンタルクリニック 黒 崎 精･神･心内･内 683･1552

１月１日 橋 本 医 院 吉 永 外 ･ 内 ･ 整 685･5211
２日 古 林 内 科 板 東 内 ･ 小 ･ 皮 689･3366
３日 レディースクリニック兼松産婦人科 南 浜 産婦 ･ 内 ･ 小 685･1103

12月３日（土）　   　   8：30～12：30
平成24年1月7日(土)  8：30～12：30
健康相談：体脂肪、骨密度測定できます。

お元気ＳＵＮROOM  土曜日の開所日

集団がん検診のご案内
インフルエンザ対策「咳エチケット」

麻しん風しんの予防接種はおすみですか？

【対象者】以下のすべてに該当する方
●鳴門市に住民登録されている方●平成24年3
月31日を基準日として、40歳以上の方で平成23年
4月1日～平成23年11月30日に受診していない方

（ただし骨粗しょう症の検診は30～70歳の女性で2年に1
回の受診となります）

【と　き】12月7日（水）、平成24年1月11日（水）の午前9時
～9時30分受け付け
※骨粗しょう症の受け付けは午前10時30分～11時

【ところ】老人福祉センター
【受診料】

検診種別 料　金
集
団
検
診

胃がん 1,000円

肺がん レントゲンのみ　　300円
レントゲン＋喀痰　800円

大腸がん 500円
骨粗しょう症 600円

※申し込み方法などの詳細は『広報なると10月』を！

　４月末に女性特有のがん検診推進事業として、下記
の子宮頸がん検診・乳がん検診の該当者に「無料クー
ポン券」を送付しています。　

【有効期限】　12月31日
子宮頸がん検診　無料クーポン券該当者年齢

20歳 平成２年４月２日～平成３年４月１日
25歳 昭和60年４月２日～昭和61年４月１日
30歳 昭和55年４月２日～昭和56年４月１日
35歳 昭和50年４月２日～昭和51年４月１日
40歳 昭和45年４月２日～昭和46年４月１日

乳がん検診　無料クーポン券該当者年齢
40歳 昭和45年４月２日～昭和46年４月１日
45歳 昭和40年４月２日～昭和41年４月１日
50歳 昭和35年４月２日～昭和36年４月１日
55歳 昭和30年４月２日～昭和31年４月１日
60歳 昭和25年４月２日～昭和26年４月１日

　無料クーポン券の該当者で、無料クーポン券がお手
元にない方はご連絡下さい。
問  鳴門市役所　健康づくり課　☎684･1137

【対象者】　幼稚園年長相当（平成17年４月２日～平成18
年４月１日生まれ）／中学校１年生（平成10年４月２日～
平成11年４月１日生まれ）／高校３年生相当（平成５年４
月２日～平成６年４月１日生まれ）

【接種期間】　平成24年3月31日まで
※この機会を逃されると公費負担での接種の機会はありま
せんのでご注意ください。
※接種期間を過ぎると自己負担での接種となります。
※２月～３月は接種が混み合いますので、ゆとりをもって
早めに受けるようにしましょう。
①予防接種を受ける場合は、希望する接種医療機関に必
ずお問い合わせください。市外のかかりつけ医で接種を
受けたい場合は、接種できるかどうか医療機関にお問い
合わせください。②予診票を紛失した場合は接種歴の確
認のために必ず母子健康手帳を持って健康づくり課へ取り
にお越しください。③保護者以外の方が同伴する場合に
は委任状が必要です。（委任状は市ホームページからダウ
ンロードできるほか、健康づくり課の窓口にもあります）

検 診 名 実 施 日 対 象 児 受付時間
３歳 児 健 診 12月15日㈭ 平成20年６月生まれ 12：30～13：00
１歳６か月児健診 12月９日㈮ 平成22年６月生まれ 12：30～13：00
９か月児健診 12月１日㈭ 平成23年２月生まれ 12：30～13：00
４か月児健診 12月８日㈭ 平成23年８月生まれ 12：30～13：00
股 関 節
脱 臼 検 診 12月16日㈮ 平成23年７月生まれ

平成23年10月生まれ 12：40～13：00

聴 力 検 査 12月21日㈬
対象児には通知していま
すが、希望される場合は
電話でお申し込みください

9：30～

12月乳幼児健診の日程表
（老人福祉センター 3F）

（市役所共済会館 3F）

検診無料クーポン券利用しましたか？
～子宮頸がん・乳がん検診～

　他の人への感染拡大の防止のため、「咳エチケット」しま
せんか。
●咳・くしゃみが出たら、他の人にうつさないためにマ
スクを着用しましょう。マスクをもっていない場合は、
ティッシュなどで口と鼻を押さえ、他の人から顔をそむ
けて１ｍ以上離れましょう。
●鼻汁・痰などを含んだティッシュはすぐにゴミ箱に捨
てましょう。
●咳をしている人にマスクの着用をお願いしましょう。
※咳エチケット用のマスクは、薬局やコンビニエンスス
トアなどで市販されている不

ふ し ょ く ふ

織布製マスクを推奨します。
密閉性の高いマスクは適していません。

※12月16日は文化会館の催し物のため駐車場の利用が制限されます。
　混雑している場合は、市役所駐車場などをご利用ください。
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年末年始の市役所業務

【ごみ収集・持ち込み】　　　　　　　　　　　　　　
　12月23日（祝）は通常業務を行います。
　問  市クリーンセンター　☎683・7570

【し尿の収集】　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　受け付けは12月27日まで。収集は12月29日まで。
　年始は1月5日から。
　問  鳴門市清掃協同組合　☎685･1685

【市 民 課】　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　12月29日から１月３日までは、市役所本庁舎で死亡

届を処理し、出生・婚姻届も受領します。
　※印鑑証明や戸籍謄本、住民票の発行はできません。
　※自動交付機は午前７時から午後８時までの利用です。
　問  市役所市民課　☎684・1092（12月28日まで）

【火 葬 場】　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　12月31日と１月３日は午前中のみ（受け付けは午前10

時まで） 問  市火葬場　☎686・3065
【市 営 バ ス】　 　 　　　　　　　　　　　　　　　
　徳バス観光サービスでの定期券販売などの窓口業務

は１月１日から１月３日まで休業します。
　問  市運輸事業課　☎685･3124

【地 域 バ ス】　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　
　問  市役所交通政策室　☎684･1013（12月28日まで）

【水 道 事 業 課】　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　水道の修繕は年末年始に関係なく行います。壊れた

ときは水道事業課（☎685･3330）へ。
【ドイツ館・賀川豊彦記念館】　　　　　　　　　　　　
　問  市ドイツ館 ☎689･0099  問  市賀川豊彦記念館 ☎689･5050

29日 30日 31日 １日 ２日 ３日
ごみ収集
持ち込み 平常どおり 平 常 ど お り 休 　 業 休 　 業 休 　 業 休 　 業

し尿の収集 収 集 の み 休 　 業 休 　 業 休 　 業 休 　 業 休 　 業

死亡届・出生届
婚姻届 受 　 領 受 　 領 受 　 領 受 　 領 受 　 領 受 　 領

自動交付機 平常どおり 平 常 ど お り 休 　 止 休 　 止 休 　 止 休 　 止

火葬場 平常どおり 平 常 ど お り 午 前 中 の み 休 　 業 休 　 業 午前中のみ

市営バス
地域バス 平常どおり 平 常 ど お り 平 常 ど お り 日 曜・ 祝 日

ダ イ ヤ
日曜・祝日
ダ イ ヤ

日曜・祝日
ダ イ ヤ

水道の修繕 平常どおり 平 常 ど お り 平 常 ど お り 平常どおり 平常どおり 平常どおり

ドイツ館
賀川豊彦記念館 休 　 館 休 　 館 休 　 館 平常どおり 平常どおり 平常どおり

市役所の一般事務は、12月29日から１月３日まで
休業します。ただし、次の業務は表の日程で営業します。
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